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冬休みに頑張ってほしいこと 

冬休み中は，期間が短いこともあり，「みんなのサマー」

のような冊子を用意しておりません。また，実力テストも

控えているため，各教科の宿題もほとんどありません。授

業の中でお話しておりますが，特に次の２つを意識して

頑張ってほしいと思います。 

①実力テストに向けての試験勉強も含め，１年生の学習

内容をしっかり復習すること。 

②２学期の中間テスト以降に学習した範囲のワークに取

り組むなど，２月の期末テストに向けて理解を深める

こと。 

冬休みの課題 

・国語：漢字スキル３３回まで 

・家庭科：「家のお掃除をしよう」 

１０カ所または１０回のお掃除に取り

組んでください。取り組んだことは，レ

ポート用紙（各自で準備する）に写真３

枚以上にまとめて，最後に自分の感想と

お家の人から一言を書いてもらってく

ださい。提出日は，１月の初めの家庭科

の授業日です。（パソコンでの制作可） 

・総合：「働く人に聞いてみよう！」 

    
 

 

ゆくとし来る年・・・ 

～２０２１年はどんな一年でしたか？ ２０２２年，どんな一年にしたいですか？～ 

 2021 年の学校生活が，本日無事に終了いたしました。中学校に入学して，小学校までの生活との様々

な「違い」に戸惑いながらも，一歩一歩成長し続けた９ヶ月間でした。うまくいかないこと，時には辛い

こともあったと思いますが，たくさんの経験が，子供たち一人一人の糧となっていることを感じます。 

先日，各クラスの学級委員から，「もう少しで 2021 年が終わって，“先輩”になるけど･･･今のままで

いいのかな？２年生になる前の残り３ヶ月間で，やるべきことがたくさんある気がする。クラスごとに自

分たちの課題について話し合い，みんなで目標を共有したい！」という相談を受けました。学級委員の熱

い想いを受け，急遽学活を実施！後輩たちの良き見本となるためには，憧れのまなざしで見てもらえる先

輩になるためには･･･そう考えるとまだまだ課題がたくさんある！各クラス，たくさんの意見が飛び交い

ました。そんな話し合いの中で，本当はできるのに適当に手を抜いていた自分たち，楽しいことに流され

てしまって，やるべき事がおろそかになっていた自分たち，周囲の仲間たちへの配慮が足りず，嫌な思い

をさせていたことがあったかもしれないということ･･･いろいろなことに気づき，考えていた様子です。各

クラス，残りの３ヶ月で頑張りたいことを考え，新たな目標を設定しました。2022 年，“先輩”になる

子供たちが，自覚を深め，これからどのような成長を遂げてくれるか，とても楽しみです。 

2021 年，保護者の皆さま方にたくさんのご理解・ご協力をいただき，ありがとうございました。明日

からの冬休み期間中，健康面に留意して有意義な時間を過ごしてほしいと思います。2022 年も引き続き，

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月７日（金）の予定＆持ち物 ＜フォーマルです！！＞ 

☆日程：実力テスト ①数学 ②社会 ③国語 ④理科 ⑤英語 ⑥全校集会 

☆持ち物  ・弁当   ・上靴   ・ぞうきん ２枚   ・スマイルライフ    

・冬休みの生活記録    ・「働く人に聞いてみよう！」 

～良いお年をお迎えください！～ 



「働く人に聞いてみよう！」にご協力をお願いします！ 

 11 月上旬から取り組んできた進路学習の一環で，「働く人に聞いてみよう！」 

を冬休みの宿題といたしました。子供たちには「冬休み中に，お話を聞ける方」 

（どうしても難しい場合，担任の先生でも OK です！）に，自らお願いをして 

時間をいただいてインタビューすること！と話しました。お忙しい時期にご負 

担をお掛けしますが，ご協力いただきますようお願いいたします。 

 
２０２１年を振り返って （全校集会代表生徒作文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校友会発→ スマートリュックプロジェクト（SRP） １月７日始動！！ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １年５組  S R 

今年も残りわずかとなりました。振り返ってみると，この一年間，いろいろなことがありました。 

 初めて５組の教室に入った時には，知らない人たちだらけで，３５人しかいない部屋が大人数いるように

見えました。そこからみんなの人柄を知っていき，クラスのみんなと話せるようになりました。 

１学期の最後にあった，学習文化発表会では，実行委員になり，横看板係を務めました。初めて会った先

輩や，初めて話す一年生などとたくさん交流ができました。先輩方の姿を見ていると，準備は誰よりも真剣

に取り組み，本番では誰よりも最高に楽しんでいました。何事にも全力で取り組む先輩たちの姿を間近で見

ることができ，とても貴重な体験になりました。 

２学期には，学級委員という大事な役職を任され，こんな私にできるのだろうかと不安に思っていまし

た。けれど，前期学級委員や，友達からの応援などがあり，やってみようという気持ちになりました。前期

の学級委員が頑張ってきたことを無駄にしないように，学んだことを生かそうと思いました。１０月に行わ

れたスポーツフェスティバルでは，クラスのみんなで力を合わせ，１位を目指しました。私たちのクラスは

惜しくも賞状をもらえませんでしたが，学年みんなでお互いを高め合える行事になったと思います。また，

校外学習では，手びねり陶芸体験や，えさし藤原の郷の見学，中尊寺金色堂に行き，みんなと協力した行動

することができました。一人一人の役割を果たし，思い出に残る校外学習になりました。たくさんの行事や

毎日の生活を通して，一歩一歩成長することができたと思います。 

そして，2021 年を締めくくるにあたり，先週には各クラスで自分たちの課題を振り返り，残り 3 ヶ月

の目標を決めました。学年の目標は，「初心忘るべからず」です。そして，私の来年の目標は，「一年生を引

っ張っていき，３年生を支えられる先輩になること」です。今まで学んできたことやみんなで決めた目標を

忘れずに，あと 3 ヶ月を大切に過ごしていきたいと思います。 

目指す生徒像に「自律」を掲げている一中ですが･･･今年度，春に行われた校友会総会で「かばん

が重すぎて辛い･･･置き勉を認めてほしい！」の要望を受け，これまで中央委員会で議論を重ねて

きました。放課後の活動が終わった段階で，教室に施錠します。朝は８：００前を目安に開錠し

ます。それよりも早く登校した場合，職員室の先生方に声を掛けてください。また，スマートリ

ュックプロジェクト実施に向け，ルールも以下のように設定されました。一中には，生徒からの

要望を受けて変更されたルール，可能になったことなどがたくさんあります。制服から私服にな

ったことも，ペットボトルの持ち込みが可能になったこともその 1 つです。先輩たちが作り上げ

てきた伝統を引き継ぎながら，新しい一中を作ってほしいと思います。 

 

＜スマートリュックのルール＞ 

・学校に荷物を置いて帰りたい人は，一人 1 つまで置いて良い。 

・バッグは丈夫で華美でないトートバッグを，各自で用意する。 

・自分の学習状況に応じて，置いていくものは自分で判断する。 


